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フードバンクしまね 

あったか元気便事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12 月 8 日、時折、雹も降り出す生憎の天気のなか、第

3 回の「応援塾」が開催されました。この日は、18 人の

中学 3 年の受講生をはじめ学生講師ボランティアなど 37

人が参加しました。なかなか学校に通えなくなっている A

くんも、悪天候の中、元気を出して受講しました。 

 はじめて講師で参加した島大生の A 君は、「みんなまじ

めに受講してくれた。こちらもしっかり教えることができ

た」と充実ぶりを語っていました。３月の受験が迫る中

で、和やかななかにも、緊張感も出てきました。 

12 月 21 日、一足早いクリスマス会がフリースクールサクラ高等学院、島根大学 BBS サ

－クル、古志原地区社協と共催で開かれ小学 1年生から中学 1 年生までの 11 人の就学援助

世帯の子どもたちなど総勢 28 人が参加。この日のお昼ごはんは、ロ－ストチキンやかぼちゃ

のポタージュスープなどのクリスマスメニュ－を、古志原地区民児協のみなさんが朝から準備

して子どもたちを迎えました。お昼からのクリスマス会では、みんなでゲ－ムを楽しみ、ゲ－

ムでゲットした果物などを思い思いに飾り付けたクリスマスケ－キができあがりました。 

 おしまいには、サンタさんから抱えきれないほどの文房具やお菓子などクリスマスプレゼン

トが贈られ、子どもたちは歓声をあげて大喜びでした。参加した小学３年生の A 子ちゃん

（小３年生）は「超うれしいー、たのしかった」と 

自作のケ－キをおうちにもって帰って、 

「みんなで、いっしょにたべようね。おいしいと 

いってくれたらうれしいな」とメッセ－ジも添えました。 

初めてクリスマス会を取り組んだ実行委員のサクラ 

高等学院の A 君は「子どもたちに喜んでもらえて 

がんばった甲斐がありました」と取り組んだ感想 

を笑顔で話していました。   

11 月中旬からはじまった冬休みのあったか元気便の食品チェックや仕分け、パッキング、

発送作業は、スタッフ・ボランティアなど、のべ 434 人のみなさんが応援。 

16 日、いきいきプラザ体育室のパッキングボランティアに参加した Aさんは、「メッセー

ジカードばかりでなく、会場に来られた人たち、食品の取り扱いなど、参加者のみんなの温か

い心のこもった雰囲気を感じることができてうれしかった」とはじめて参加された感想を寄せ

ていました。 

12 月３日、連合島根さんの成相善朗会長さんから、

酷暑の中、同会が丹精込めて育ててこられたアフリカ支

援米の一部 540 ㎏のお米が贈呈されました。 

 春日理事長は、「おかげさまで、なんとか冬休み便は

561 世帯に 4 トンのお米を届けることができます。利

用者増とお米の価格高騰の中で、来年の春休み、夏休み

の目途がたっておらず引き続きご支援をお願いします」

とお礼とお願いを述べました。 

 このお米は、フードバンク利用世帯の子どもたちや家

族さん、のべ 37 人も参加し 5 月の田植え、10月の稲

刈りをお手伝いしました。 

冬休みのあったか元気便は、561 世帯、2,048人家族の方に約 7.3トンの食品を届

けました。夏休み便では、みなさんからの応援で「米騒動」を乗り越えましたが、物価

値上がりの続く中、お餅約 100kg（新和設備工業さん）の寄付をはじめ、たくさんの

団体、企業や個人のみなさん（別掲）から、応援をいただきお蔭様で年越しそばやお正

月のお餅を届けることができました。 

12 日の引き渡し日には、宍道湖漁協さんシジミ 200kg、 

田辺農園さん秋冬キャベツ 240kg、合同青果さんタマネギ、 

ジャガイモ 200kg、上口福祉会さん野菜 35kg、井ゲタ 

竹内さん冷凍薄塩サバ 64kg など、約 1トンの品々を寄贈 

いただきました。 

20 日には宅急便の届いた A さん（母子家庭４人）から、 

「ありがとうございます。みなさまのおかげさまで、無事に 

年が越せそうです。本当にありがとうございます」と早速、 

お礼のメ－ルが届きました。 
宍道湖漁協のみなさん 

応援塾は、途中からも受講でき

ます。今後の開催は、 

1 月 26 日（日） 

2 月 16 日（日） 

会場は、いずれも島根大学松江

キャンパスで。受講料無料、昼

食も用意します。ご不明の点は

あったか元気便まで 

☎ 0852-67-7350 

✉ attakagenkibin@gmail.com 

 



 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

県内のイオングル－プでは、全国いっせいの「イオン

フードドライブ（食品の持ち寄り）」（期間 10月 4 日

～14 日）を取り組み、県内 10 店舗から、あったか元

気便にインスタントやレトルト食品など 173㎏の 

食品が寄贈されました。 

あったか元気便 12 月ボランティア参加一覧 

（４6 団体・企業）個人除、順不同 

朝日公民館、白潟公民館、城北公民館、JP 労組松江支

部、古志原民児協、大庭民児協、城北地区民児協、松

江土建、津田民児協、政労連、一畑電鉄労組、日教組

島根、全労金、松江市職員ユニオン、松江保健生協、

県労福協、NTT 労組、全農林松江分会、島根大学

BBS、サクラ高等学院、生協しまね、明和印刷、県社

協、白潟地区社協、県健康福祉部、県教育庁人権同和

教育課、県高齢者福祉課、自民党松江支部女性局、相

談支援事業所アネモネ、古志原高齢者クラブきらく寿

会、FUKU・にいさん会、松江キワニスクラブ、 

末日聖徒イエスキリスト協会、フリ－ダス、 

損保ジャパン、うさや、松江生協病院、 

チャリティ－サンタ 

冬休み便 フードドライブ協力一覧 

（78 団体・企業 個人除、順不同） 

津田公民館、朝日公民館、白潟公民館、城北公民館、雑賀公民館、法吉公民館、 

古志原公民館、生馬公民館、秋鹿公民館、大野公民館、八雲公民館、忌部公民館、 

乃木公民館、大庭公民館、竹矢公民館、持田公民館、川津公民館、城東公民館、 

古江公民館、城西公民館、松江市立中央小、ヤマヨ水産、田部農園、宍道湖漁協、 

井ゲタ竹内、大根島ファ－ム、四ツ葉福祉会、合同青果、AndTrust（株）、 

新和設備工業、島根トヨペット、イオンスタイル松江、イオン菅田店、イオンエクスプレス上乃木店、イオン

スタイル出雲、イオン益田店、イオン大田店、国分西日本山陰支店、キワニスクラブ、マックスバリュ今市

店、マックスバリュ塩冶店、マックスバリュ川跡店、ザ・ビック東出雲店、ヤマサキ、（株）ラッシュ、ミッ

ク、バンブ－、松江湧水の里、情報労組、三栄ジャンボ、中電ユニオン松江支部、中電プラント島根原子力支

部、永瀬公男税理士事務所、農水省中四農政局島根拠点、浄土真宗本願寺派山陰教区、善導寺、松江土建、リ

コ－ジャパン、第一生命、こくみん共済 COOP 県推進本部、労金北部エリア営業本部、電力総連、 

中国労金松江支店、松江市職員ユニオン、上口福祉会、島根県労福協、法政大学校友会松江支部、 

パナソニックインダストリ－労組松江分会、JP 労組、新婦人の会、松江福祉公社、JA しまね、 

JA くにびき、生協しまね、松江保健生協、松江生協病院、介護医療院虹、地域つながりセンタ－ 
合同青果のみなさん 

中央小学校職員室か

らも届きました 

食費がかさむ時期に、お手紙付きの配送ですご

く癒されています。子供と 3人で感激しながら開

封しています！（母子３人家族） 

冬休み食品、先週受け取りにうかがわせていた

だきました！お野菜が高い時期なのに、たくさ

んいただけて非常に助かりました。レトルト食品

等、冬休み中の子どもの留守番に助かります！

食べ盛りの中学生男子なので…お菓子はさっそ

くなくなっています(^_^;)（母子２人家族） 

子どもと２人暮らしなのですが、物価高騰の影響

もあり、自分の食事量を減らしてその分子供に

食べさせたり、安いものしか買えないのでもっと

好きなものをたくさん食べさせてあげたいという

思いがありました。そんな時に学校からあったか

元気便という支援があることを教えて頂き、とて

もありがたく、良い機会だと思いました。（母子２

人家族） 

学校を通じて、フードバンクさんを初めて知りま

した。ありがとうございます。色々な物が高くなり

過ぎて…。栄養は気をつけたいが、食費は抑え

なければ生活出来ない…日々悩んでいます。そ

んな時にフードバンクさんを知り、とてもありが

たく感じました。（夫婦６人家族） 

物価が上がり色々とお金がかかり、学校を通じて

支援があることを知りました。収入が上がること

がないため、生活と教育費を出すのもやっとの

思いで生活しています。このような支援があるこ

とを知り、とても嬉しくありがたいです。（母子２

人家族） 

 

赤い羽根共同募金の募集、「中学校卒業をみんなで祝う集い」開催を予定しています 


